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コミュニケーションはことばだけで行われるものではない．相手の意図を理解するためには相

手の行動や状況を視覚などで認識することが必要になる．人間と共生するロボットを実現するた

めには，このように多様な情報を用いて人間の意図を理解できるようにする必要がある．一方，

人間とロボットのコミュニケーションを円滑に進めるためには，ロボットの方も人間に適切な情

報を与えられるように行動する必要がある．平成 17 年度より，総務省戦略的情報通信研究開発推

進制度（「視覚情報に基づく人間とロボットの対面およびネットワークコミュニケーション」，研

究代表者：久野義徳）の支援を受けて，このような人間とロボットのコミュニケーションについ

て研究を進めている．ここでは，平成 17 年度の研究成果の概要を述べる． 

視覚などの情報を得ることにより相手の意図を理解していることに関しては，介護ロボットへ

の利用を想定し，介護者が被介護者の依頼をどのような情報を用いて理解しているのか調査を行

った．これについては，実験室内での車椅子利用者と介護者の様子の観察，および実際の高齢者

介護施設での観察を実施した．その結果，ことばで詳細に依頼しなくても，被介護者の意図を示

すような予期的行動を介護者が認識することにより，依頼の内容が理解されることが多いことが

わかった．今後は，この知見をもとに実際のロボットシステムを開発していく予定である． 

ロボットが行動により人間に適切な情報を伝えることについては，ミュージアムのガイドロボ

ットを題材に検討した．人間のガイドが展示品を説明するときには，説明しながらときどき聞き

手の方を向いて様子を確認する．人間がどのような場合に聞き手を向くのかを人間同士の説明場

面の観察で調べ，その知見に基づき，頭部を動かすガイドロボットを開発した．そして，科学技

術館でのインタラクティブアートの作品展においてロボットにより展示品の説明を行い，頭部動

作の効果について実験的に検討した．その結果，人間がロボットの頭部動作に応じてロボットの

方を見たり，作品の方に目を向けたりするなど，人間同士の場合のような反応が観察され，頭部

動作の有効性が確認できた． 
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